


認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳

の
病
気
に
よ
る
も
の
で
、
85
歳
以
上
で

は
４
人
に
１
人
に
そ
の
症
状
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
や
、
老
後
の
最
大
の
不
安
と
な
り
、

超
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う
と
す
る
日
本

に
と
っ
て
最
重
要
課
題
の
一
つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。

３
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
る
萩
市
で
も
同
様
に
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知
症
の

人
や
そ
の
家
族
を
支
え
、
温
か
く
見
守

る
応
援
者
で
す
。

萩
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
１
３

９
回
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
い
、

こ
れ
ま
で
に
４
５
４
３
人
の
サ
ポ
ー
タ

ー
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
や

福
祉
員
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
や
町
内

会
、
少
人
数
の
趣
味
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
さ
ん
に

よ
る
出
前
講
座
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
金
融
機
関
や
生
命
保
険
会
社
、

宅
配
業
者
、
市
役
所
等
で
も
職
員
研
修

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
年
後
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
最
終
年

に
は
、
全
国
で
４
０
０
万
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
が
誕
生
し
、
す
べ
て
の
町
が
認
知

症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
目
標
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
が
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
偏
見
を
も
た
ず
、
温

か
く
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
学
ん

だ
こ
と
を
友
人
や
家
族
に
伝
え
る
こ
と

も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
で
す
。
他
人
事

で
は
な
く
、
将
来
の
自
分
の
た
め
、
皆

で
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
のの
養
成
養
成
をを

推
進
し
て
い
ま
す

推
進
し
て
い
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を

推
進
し
て
い
ま
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を

推
進
し
て
い
ま
す

認
知
症
と
は

萩
市
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
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明治安田生命での養成講座

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
認
知
症
を
知
り
地
域
を
つ
く
る
10
カ
年
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
で
あ
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
で
は
、
全
国
各
地
に
多
く
の

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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萩市の認知症サポーター

全体：4,543人（平成24年10月末）

70代以上
36％

60代 22％60代 22％
50代 16％50代 16％

40代 11％40代 11％

60代 22％
50代 16％

40代 11％

30代 7％
20代 4％10代 4％
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順
平
さ
ん

●
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
第

10
回
千
葉
大
会
、
第
11
回
山
口
大
会

で
２
年
連
続
１
位
。

●
第
14
回
ジ
ャ
パ
ン
・
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
リ
ー
グ
卓
球
大
会
で
３
位
と
な
り
、

日
本
Ｆ
Ｉ
Ｄ
（
知
的
障
害
者
）
卓
球

連
盟
の
平
成
24
年
度
の
強
化
指
定
選

手
に
選
ば
れ
る
。

●
Ｆ
Ｉ
Ｄ
卓
球
世
界
選
手
権
大
会
マ

イ
ク
・
デ
ン
プ
シ
ー
記
念
大
会
（
11

月
29
日
ア
メ
リ
カ
）
に
出
場
。

●
萩
総
合
支
援
学
校
卒
業
。

羽
鳥
辰
史
さ
ん

●
陸
上
競
技
　
８
０
０
ｍ
　
１
位

１
５
０
０
ｍ
　
１
位

阿
武
妙
香
さ
ん

●
水
泳
　
　
25
ｍ
自
由
形
　
１
位

50
ｍ
平
泳
ぎ
　
１
位

上
永

�
�
�
�

達
也
さ
ん

●
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
デ
ィ
ス
タ
ン
ス

メ
ン
ズ
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
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「
脳
ト
レ
」
で
お
馴
染
み
の
川
島
隆
太

教
授
ら
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
教
材
を
使

っ
て
、
週
１
回
の
教
室
（
楽
習
会
）
と
残

り
の
６
日
間
は
自
宅
学
習
を
行
い
ま
す
。

難
し
い
問
題
で
は
な
く
、
簡
単
な
読
み
書

き
、
計
算
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
脳

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

教
室
で
は
参
加
者
だ
け
で
学
習
せ
ず
、

１
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
２
人
を
担
当
し
ま

す
。サ

ポ
ー
タ
ー
に
は
、
資
格
や
経
験
は
問

わ
れ
ま
せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一

つ
と
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ

き
、
教
室
で
得
た
こ
と
を
地

域
に
還
元
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
室
を
通
じ
て
新
し
い
人

と
出
会
っ
て
親
し
く
な
り
、

一
緒
に
趣
味
活
動
を
し
た

り
、
時
に
は
食
事
に
も
行
か

れ
て
い
ま
す
。

教
室
は
新
た
な
人
と
ひ
と

と
の
出
会
い
の
場
と
な
り
、

つ
な
が
り
を
育
み
、
強
く
し

て
い
ま
す
。

大
切
な
サ
ポ
ー
タ
ー

会　　場 日　時 参加者 サポーター
総 合 福 祉 セ ン タ ー 水曜日9:30〜 16名 22名
小川コミュニティセンター 水曜日9:30〜 ６名 16名
福栄コミュニティセンター 木曜日9:30〜 10名 ７名
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何
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Ｆ
Ｉ
Ｄ
卓
球
世
界
選
手
権
大
会
の
激
励
式
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
11
月
19
日
、
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

脳
の
健
康
楽
習
会

新
た
な

つ
な
が
り
を
育
む

前列左から栩木さん、羽鳥さん、青木会長、阿武さん
左上 上永さん

第
　
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
ぎ
ふ
清
流
大
会

12

（
10
／
13
〜
15
）

フライングディスク　アキュラシー
デイスリート・セブン

世
界
大
会
出
場

全
国
大
会
優
勝
お
め
で
と
う

世
界
大
会
出
場

全
国
大
会
優
勝
お
め
で
と
う

脳脳
のの
健
康
楽
習
会

健
康
楽
習
会

脳脳
のの
健
康
楽
習
会

健
康
楽
習
会

脳
の
健
康
楽
習
会

３
会
場
で
開
催
中
！



福福
栄栄栄
福

皆
が
で
き
る
っ
て
い
い
ね

須須
佐佐
須
佐

久
し
ぶ
り
の
再
会

つつみみ
むむつみ
む

地
域
で
見
守
る
た
め
に

川川
上上
川
上

サ
ロ
ン
交
流
会
で
元
気

福
栄
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
恒
例
だ
っ

た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
か
え
、
昨
年
か
ら

ペ
タ
ン
ク
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク
は
３
人
１
組
で
鉄
球
を
投
げ
合

い
、
相
手
チ
ー
ム
よ
り
目
標
球
に
近
づ
け
て

得
点
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
あ
ま
り
広
い
場

所
で
な
く
て
も
で
き
る
た
め
、「
足
腰
が
…
」

と
言
わ
れ
る
会
員
の
方
も
、
気
楽
に
参
加
で

き
ま
す
。

こ
の
日
は
、
翌
月
に
控
え
た
「
市
老
連
会

長
杯
＆
郵
便
局
長
杯
」
に
出
場
す
る
た
め
、

ル
ー
ル
や
審
判
の
方
法
を
し
っ
か
り
確
認
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
く
じ
引
き
に
よ
る
チ
ー

ム
編
成
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽

し
み
ま
し
た
。

須
佐
支
部
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
の
親

睦
と
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
年
一
回
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
の
時
し
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
し
な
い
会
員
さ
ん
も
お
ら
れ
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
球
が
転
が
ら
ず
、
苦
戦
し
て
い

る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
ー

よ
り
も
久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
仲
間
と
お
し

ゃ
べ
り
し
、
笑
っ
た
り

し
て
盛
り
上
が
っ
て
い

る
方
も
い
ま
し
た
。

汗
ば
む
よ
う
な
秋
晴

れ
の
中
、
一
日
を
満
喫

さ
れ
ま
し
た
。

む
つ
み
、
福
栄
地
域
の
民
生
委
員

と
福
祉
員
を
対
象
と
し
た
萩
市
心
の

健
康
づ
く
り
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

自
殺
の
防
止
を
テ
ー
マ
に
、
講
師

の
坪
内
先
生
（
精
神
科
医
）
か
ら
地

域
で
悩
ん
で
い
る
人
へ
の
関
わ
り
方

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

病
院
の
治
療
も
で
す
が
、
悩
ん
で
い

る
人
に
気
付
い
て
声
を
か
け
、
話
を

聴
く
こ
と
。
そ
し
て
、
家
族
や
保
健

師
に
つ
な
げ
て
見
守
る
こ
と
な
ど
、

地
域
の
力
の
大
切
さ
に
改
め
て
気
付

か
さ
れ
ま
し
た
。

川
上
で
は
15
地
区
の
う
ち
13
か
所
で
サ
ロ

ン
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
川
上
地

域
福
祉
活
動
推
進
委
員
会
が
、
サ
ロ
ン
交
流

会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
、
う
れ

し
か
っ
た
こ
と
。
逆
に
、
苦
労
し
て
い
る
こ

と
や
困
っ
た
こ
と
な
ど
も
出
し
合
い
、
活
動

内
容
の
ヒ
ン
ト
や
運
営
の
参
考
と
な
っ
た
よ

う
で
し
た
。
ま
た
、
交
流
会
を
き
っ
か
け
に
、

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
他
地
区
の
サ
ロ
ン
に
出

向
い
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
お
世
話
人
さ

ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
交
流
会
が
定
期
的
に
開
催

さ
れ
、
サ
ロ
ン
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

1026

1026

1028

1011
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萩の三見から川上に嫁いで
43年が経ちました。３人の子
どもにも恵まれ、また地域の
方々にも優しくしていただき、
感謝しています。

最近は月１回ですが、知的障がいの子どもをもつ
お母さんたちのグループ「サンサンかわかみ」で皆
さんと一緒に小物づくりをしています。わが子は、
子どもを産んだり、就職したりしてそれぞれ自立し
ていますが、「こんなことで困ったときは、私はこ
うしたよ。」と自分の経験してきたことをお伝えし
ています。

これからも、皆さんから元気をもらいながら楽し
く活動していきたいと思います。

同じ悩みを分かち合いながら
厚東　敏子さん

認知症の母を看取って、自
分も認知症にはなりたくない
と通い始めた脳の健康教室は、
引っ込み思案な私にとって、
勇気のいる一歩でした。

しかし、そこにはたくさんの出会いがありました。
面識のなかった人や待合室に広げられていた数々の
本のおかげで、人や本が好きになり、以前から興味
のあった手話講座に入会するきっかけになりまし
た。

萩手話椿会の仲間入りをして１年。まだまだ、参
加しているだけですが、人に伝える方法の一つとし
て学び始めた手話が、こんなに奥が深いとは思いま
せんでした。表情や身振りを豊かにするためには、
相手を思いやることができなければいけないと思う
ようになりました。この学びを活かして、たくさん
の方とふれあえる日を楽しみにしています。

出会いに感謝
（旭・佐々並市／70歳）
阿武　典子さん

55歳のとき、自動車の運転
免許を取りました。退職した
頃、萩市で高齢者宅へ昼食の
弁当を届ける事業が始まり、
友人に「車の運転ができるか
ら手伝って」と、一緒に配達のボランティアをする
ことになりました。

その後、視覚障がい者のガイドヘルパーで知り合
ったのが、たまたまご近所の方でした。お互いに気
が合ったのでしょうか、それ以来、友人としてお付
き合いをしています。月１回の病院や申告の際の付
添い、ちょっとした買い物のお手伝いなどをしてい
ます。

また、私も一人暮らしですので、たくさん作った
ときには、ご近所の高齢者の方におかずを差し上げ
たりしています。ただただ、私にできることをして
いるだけです。

私にできること
（平安古東区の２／79歳）

竹内　繁子さん

私たち障がい者の支援をしています。

私たち手話ソングサークル
つつじ会は発足して10年、現
在12名の会員です。　　　　

手話より親しみやすいと始
めた手話ソングですが、地元
小・中学校への訪問と地域のイベントにも声をかけ
てもらっています。

また、地域の障がい者のお役に立ちたいと考え、
障がい者の体育大会や視察研修の時の介助ボランテ
ィアを始めました。その他にも、お月見コンサート
や風船バレーボール大会など、障がい者が参加され
る行事のお手伝いもさせてもらっています。ボラン
ティアなど要請があれば、いつでも協力できる体制
づくりはできています。

これからも、障がい者とふれあいたい気持ちをか
たちにした手話ソングと大切に付き合って行きたい
と思います。

手話ソングで地域交流！
（田万川・湊／71歳）
吉﨑　孝子さん

（川上・共栄／66歳）

さまざまなきっかけで、障がい者
に関るようになった方々。それぞ
れ無理なく活動されています。
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氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額

三井　要治 大井浦中 妻／久代 金一封
中村　広 玉江浦１区の１ 父／淳一 金一封
匿名 50,000円
中野　浩志 三見手水川 父／仁 金一封
伏谷　喜生 江向３区の２ 父／晏生 金一封
白石　誠 浜崎新町の２区 母／マツヨ 金一封
匿名 30,000円
坂本　修 玉江浦１区の１ 母／ミツ子 金一封
上村　睦栄 越ヶ浜４区の２ 夫／武彦 金一封
山根　省三 平安古東区の２ 母／ツチ子 金一封
匿名 10,000円
柴田　尚 前小畑１区 叔母／大山フミ子 金一封
森重　博子 金谷の１ 夫／清 金一封
小橋市之允 玉江浦１区の１ 母／ツル 金一封
網屋　栄子 玉江浦２区の２ 夫／弘 金一封
山本伊三男 大島西 父／荘太郎 金一封
山近　文子 沖原 夫／喜善 金一封
髙原　君子 雑式町 夫／隆男 金一封
伊藤　昇 新川東の２ 父／吉夫 金一封
岡山　龍夫 大屋の２ 母／玉江 金一封
松沼由美子、東島 要一東浜崎２区の１ 母／東島久子 金一封
佐藤　敬治 江向１区の５ 父／静雄 金一封
山本　寛昭 堀内１区の３ 母／タケ子 金一封
大野嘉次郎 平安古西区の２ 父／五郎 金一封
山中　修 江向２区の１ 妻／順子 金一封
福田　亮三 熊谷町の２ 母／美津子 金一封
横田ミサ子 土原１区の１ 夫／德行 50,000円
金子　静江 倉江の２ 夫／薫 金一封
國近緋紗子 椎原の２ 夫／正治 金一封
川上　義一 今古萩町の１ 母／節子 金一封
橋本　操 船津の１ 夫／吉郎 金一封
森　邦生 倉江の３ 祖母／ヤヱノ 金一封
沖野美千代 上野の２ 母／ツル子 金一封
橋　佳代子 椿 兄／石川利彦 金一封
山内　昇 山口市佐山 父／正國 金一封
和木　忠治 見島10区 父／徳助 金一封
藤田　滝雄 見島１区 妻／書子 金一封
松永　愛子 下松市生野屋西 夫／翼 金一封

池部　充彦 大島赤穂瀬前 父／末滿 金一封
田口　清美 見島12区 父／政治 金一封

渡辺　頼文 三徳 母／静子 金一封
伊東富美恵 杣木谷 母／清子 金一封
大平　實 立野 母／浪江 金一封
大田　勧 山田 妻／春江 金一封

松井美枝子 上中町 夫／勝太郎 金一封
田邉　一男 土居 母／文子 金一封
藤野　博 小川11区 母／久子 金一封
安富　眞澄 小川20区 叔父／野稲辰巳 金一封
若松　榮一 戎一 母／トシ子 金一封
吉屋　久幸 大沢 父／善治 金一封
上杉　絹江 上組 夫／元久 金一封
河村　照夫 小川10区 父／隆夫 金一封
宮内　昭憲 松崎 父／善明 金一封

松中　法一 金谷 父／大志 金一封
矢次　利典 江良 父／孝 金一封
伊藤　早苗 中橋 夫／三雄 金一封
金田　和能 大光寺 父／豊 金一封
永田　安江 市下 母／ウメコ 金一封
山相　卓子 中央 母／ハツヨ 金一封

福田　義雄 堀田 母／フサ 金一封
岩本　洋子 水海 夫／光慧 100,000円
中村佐都志 山根丁東 母／藤子 金一封
兒玉フサ子 弥富12区 夫／博 金一封

大谷　勲 長瀬 父／正夫 金一封
神﨑　和正 牛地 母／享子 金一封
土山　浩史 佐々並市 父／隆幸 50,000円
矢田部昌司 長小野 妻／綾子 金一封

藤田　勝三 黒川 母／シヅエ 金一封
野村　慶江 京場 夫／了 金一封
藤田　安範 山崎 母／文子 金一封

萩

田　万　川

む　つ　み

須　　　佐

川　　　上

福　　　栄

旭

寄付者の承認を得たもののみを掲載しています。
※平成24年９月１日〜10月31日受付分（敬称略）
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JT萩OB会一同 27,000円
匿名 一膳寄付 100,000円
山口銀行萩支店行員一同 166,000円
匿名 5,000円

片俣八幡宮 片俣 5,000円

服部　正子 紫福長尾 金一封
匿名 2,500円

紙おむつ・パッド 大津　三枝 佐々並市

例えば車椅子利用者にとっては、建物の入り口に段差
がない方が施設を利用しやすいでしょうが、現実には、
今すぐに全ての建物がバリアフリーになるわけではあり
ません。その時、何が大切なのでしょうか。

12月９日は障害者の日。少し考えてみましょう。（た）

編　集　室

氏　　名 住　　所 備　考 金　額 氏　　名 住　　所 備　考 金　額
む　つ　み萩

福　　　栄

旭 福　　　栄

第３回高齢者虐待防止研修会
高齢者虐待に関して理解を深め、高齢者や介護者を

見守り、支え合う地域のあり方について皆さんで一緒
に考えましょう。
●日　時 １月27日㈰　13:30～15:30
●場　所 サンライフ萩
●講　演 「高齢者虐待・地域では

～こんなときどうしますか？～」
片
かた

塰
あま

智
ち

恵
え

氏

（岩国市地域包括支援センター支援第１班長）
●問合せ 萩市社会福祉協議会本所・各事務所

介 護 川 柳 の 募 集
介護の中でふと感じる気持ち、思わず笑ってしまっ

たり、しあわせを感じたり、普段は言えないことなど
の川柳を募集しています。
●応募締切 12月11日㈫
●応 募 数 １人３句まで（自作で未発表のもの）
●応募資格 市内に在住または通勤、通学している方

（介護の経験は問わない）
●応募方法 応募用紙は自由。

（住所、氏名、電話番号を明記のこと）
●表　　彰 第３回高齢者虐待防止研修会で表彰し、

優秀作品には市内共通商品券を贈呈
●応 募 先 萩市社会福祉協議会本所・各事務所
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氏　　名物　品　名 住　所

米30㎏ 岡　敦子 永井

氏　　名物　品　名 住　所

善意銀行は、地域福祉活動推進の貴重な財源となっています。どうかご協力ください。

（香典返し・一般寄付合計　85件3,363,031円）

前号６ページに、次のとおり誤りがありましたので、お詫び申し上げ、訂正いたします。
（正）寄付者　藤本一郎様　無田ヶ原の２　　（誤）椿東

●職種・募集人員 保育士１人

●受験資格
昭和47年４月２日以降に生まれた方で、保育士資格を
有している方、または平成25年３月までに保育士資格
を取得する見込みの方（採用後、見島に居住できる方）

●募集期間
平成24年12月10日㈪～平成25年１月10日㈭

●試験日・試験内容
平成25年１月27日㈰　作文・面接

●採用予定日 平成25年４月１日

●申込方法
次の提出書類を〒758-0041 萩市江向356-3　萩市
社会福祉協議会へ郵送または直接持参してください。

●提出書類
①市販の履歴書（写真添付）、②最終学校卒業（見込）
証明書、③最終学校成績証明書、④保育士証の写し
※郵送の場合は、当日消印有効です。
※持参の場合は、募集期間中の土・日曜日、祝日、

12月29日～１月３日を除く午前９時～午後５時30
分までにご持参ください。

●問合せ
萩市社会福祉協議会総務課　電話0838-22-2289

次のとおり職員を募集します。

萩公共職業安定所へ求人票を公開

萩社協職員募集

新しいマイクロバスが届きました
赤い羽根共同募金の配分を受け、本会に28人乗りマ

イクロバスが届きました。民間
社会福祉施設・団体の皆さんが、
研修会や社会参加活動をされる
場合などに貸し出しています。
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